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炬
火
に
誓
う

　
　
　
　
お
も
て
な
し

（
６
月
21
日
、
炬
火
伝
達
式

　
　
　
　
　
　
　
　
＝
関
連
記
事
14
㌻
）
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村
教
育
委
員
会
の
教
育
長
に
漆
原
一
三
さ
ん

（
63
＝
柿
の
木
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、

平
成
32
年
7
月
8
日
ま
で
で
す
。
な
お
、
辞
令
交

付
式
が
7
月
11
日
に
村
長
室
で
行
わ
れ
、
五
枚
橋

久
夫
村
長
か
ら
辞
令
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
は
、
学
校
教
育
や
社
会
教
育
・
文
化

財
・
体
育
な
ど
に
関
す
る
事
務
の
管
理
を
行
っ
て

い
ま
す
。

漆原　一三さん

千葉　利夫さん

　細川　富雄さん番澤　浩全さん

近藤　秀徳さん

選
挙
管
理
委
員
を
紹
介
し
ま
す

教
育
長
に
漆
原
一
三
さ
ん
が
再
任

　
固
定
資
産
評
価
委
員
に
木
戸
場
誠
さ
ん
（
67
＝
平
内
）、
髙
橋
治
巳
さ
ん
（
68
＝
南
田
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
任
期
は
木
戸
場
さ
ん
が
平
成
31
年
7
月
６
日
ま
で
で
、
髙
橋
さ
ん

が
同
年
７
月
14
日
ま
で
で
す
。

　

同
委
員
は
固
定
資
産
の
課
税
に
対
し
て
、
不
服
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
内
容

を
審
査
し
て
決
定
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

髙橋　治巳さん

木戸場　誠さん

固
定
資
産
評
価
委
員
を
紹
介
し
ま
す

夏
休
み
・
寺
子
屋
九
曜
塾
を
開
催

　
議
会
の
選
挙
に
よ
っ
て
、
村
選
挙
管
理
委
員
に
近
藤
秀
徳
さ
ん
（
73
＝
大
向
）、

千
葉
利
夫
さ
ん
（
69
＝
伊
保
内
上
）、
細
川
富
雄
さ
ん
（
66
＝
細
屋
）、
番
澤
浩

全
さ
ん
（
61
＝
戸
田
下
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
32
年
７
月
14
日
ま

で
で
す
。
な
お
、
７
月
15
日
開
催
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
委
員
長
に
近
藤
さ
ん
、

委
員
長
職
務
代
理
者
に
千
葉
さ
ん
が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
教
育
委
員
会
で
は
、
夏
休
み
期
間

中
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た
、
寺
子
屋

九
曜
塾
を
行
い
ま
す
。
夏
休
み
の
宿
題

が
分
か
ら
な
い
、
ま
た
、
英
語
を
学
び

た
い
児
童
は
気
軽
に
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
８
月
８
日
（
月
）
～
10
日
（
水
）

■
場
所　
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ

村
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
班
（
☎

42-

２
１
１
１
内
線
３
０
５
）
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村
で
は
公
用
車
８
台
を
払

い
下
げ
ま
す
。

　

払
い
下
げ
を
希
望
す
る
人

は
、
見
積
書
を
８
月
19
日
か

ら
29
日
ま
で
に
役
場
総
務
企

画
課
（
☎
42-

２
１
１
１
内

線
１
６
７
）
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
車
名　
日
産
・
サ
ニ
ー
バ
ン

■
燃
料　
ガ
ソ
リ
ン　

■
排
気

量　
１
・
49‌

kwl　

■
年
式　
平

成
５
年　

■
駆
動　
４
Ｗ
Ｄ
■

車
検　
な
し　

■
ミ
ッ
シ
ョ
ン

マ
ニ
ュ
ア
ル　

■
走
行
距
離　

１
４
６
９
９
３
km

■
車
名　
日
産
・
ア
ベ
ニ
ー
ル　

■
燃
料　
ガ
ソ
リ
ン
■
排
気
量　

１
・
99‌

kwl　

■
年
式　

平
成
15

年　
■
駆
動　
４
Ｗ
Ｄ　
■
車
検

な
し　

■
ミ
ッ
シ
ョ
ン　

オ
ー

ト
マ
チ
ッ
ク　

■
走
行
距
離　

３
０
３
２
５
９
km

■
車
名　
ト
ヨ
タ
・
ク
オ
リ
ス

■
燃
料　
ガ
ソ
リ
ン　

■
排
気

量　
２
・
49‌

kwl　

■
年
式　
平

成
12
年　

■
駆
動　
４
Ｗ
Ｄ

■
車
検　
な
し　

■
ミ
ッ
シ
ョ

ン　
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク　

■
走

行
距
離　
２
５
４
４
５
９
km

■
車
名　
ト
ヨ
タ
・
ハ
イ
エ
ー
ス

■
燃
料　
デ
ィ
ー
ゼ
ル　
■
排
気

量　

２
・
98‌

kwl　

■
年
式　

平

成
９
年　
■
駆
動　
４
Ｗ
Ｄ　
■

車
検　
な
し　
■
ミ
ッ
シ
ョ
ン　

マ
ニ
ュ
ア
ル　

■
走
行
距
離　

１
７
３
９
９
９
km

■
車
名　
ス
ズ
キ
・
エ
ブ
リ
イ

■
燃
料　
ガ
ソ
リ
ン　

■
排
気

量　
０
・
65‌

kwl　

■
年
式　
平

成
14
年　

■
駆
動　
４
Ｗ
Ｄ

■
車
検　
な
し　

■
ミ
ッ
シ
ョ

ン　
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク　

■
走

行
距
離　
１
８
６
９
１
９
km

■
車
名　
三
菱
・
ミ
ニ
キ
ャ
ブ

■
燃
料　
ガ
ソ
リ
ン　

■
排
気

量　
０
・
65‌

kwl　

■
年
式　
平

成
11
年　

■
駆
動　
４
Ｗ
Ｄ

■
車
検　
な
し　

■
ミ
ッ
シ
ョ

ン　
マ
ニ
ュ
ア
ル　

■
走
行
距

離　
８
９
８
１
２
km

公
用
車
を
払
い
下
げ
ま
す

　

な
お
、
車
両
は
原
則
と
し

て
現
状
渡
し
と
し
ま
す
。
落

札
者
に
は
後
日
連
絡
し
ま

す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

総
務
企
画
課
庶
務
財
政

班
（
☎
42-

２
１
１
１
内
線

１
６
７
）

■
車
名　

マ
ツ
ダ
・
Ａ
Ｚ
オ
フ

ロ
ー
ド　
■
燃
料　
ガ
ソ
リ
ン　

■
排
気
量　
０
・
65‌

kwl　
■
年
式

平
成
16
年　
■
駆
動
　
４
Ｗ
Ｄ　

■
車
検　
な
し　
■
ミ
ッ
シ
ョ
ン

オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク　
■
走
行
距
離

２
４
１
８
６
９
km

■
車
名　
マ
ツ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア

■
燃
料　
ガ
ソ
リ
ン　
■
排
気
量

１
・
49‌

kwl　
■
年
式　
平
成
12
年

■
駆
動　
４
Ｗ
Ｄ　
■
車
検　
平

成
29
年
７
月　
■
ミ
ッ
シ
ョ
ン　

オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク　
■
走
行
距
離

１
８
４
０
６
４
km
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一緒に働きませんか

本年度入
庁した職

員

第 24回参議院議員通常選挙結果

　平成29年度九戸村職員採用候補者を決める試験
を次の通り実施します。
■試験職種および採用予定人員
　①一般事務…………………若干名
　②保育士・幼稚園教諭………１名
■受験資格
　①一般事務…昭和56年４月２日から平成11年４
　月１日までの間に生まれた人。
　②保育士・幼稚園教諭…昭和56年４月２日以降
　に生まれた人で、保育士資格および幼稚園教諭２
　種免許の両方を有している人または採用までに取
　得する見込みの人。
■受験申込期限
　○８月17日（水）まで
　※郵送の場合は、８月17日 (水 )午後５時30分
　必着のものに限り受け付けます。
■受験手続き

　○申込書に必要事項を記入し、所定個所に写真を
　貼り、総務企画課に提出してください。
　○申込書などは総務企画課で配布します。
　○申込書などを郵便で請求する場合は、封筒の表
　に「試験申込用紙請求」と朱書きし、140円切手
　を貼った宛先明記の返信用封筒（33㌢×24㌢程
　度）を同封の上、総務企画課に請求してください。
■試験の日時と場所
　《第１次試験》
　○日時…９月18日（日）　午前10時開始
　○場所…二戸市立福岡中学校
　○試験方法　
　①一般事務…教養試験・適性検査・作文試験
　②保育士・幼稚園教諭…教養試験・専門試験・作
　　文試験
　《第２次試験》
　11月上旬ごろ
■申し込み・問い合わせ
　〒028-6502　九戸郡九戸村大字伊保内10-11-6
　九戸村役場　総務企画課庶務財政班
　☎0195-42-2111内線168

　７月10日に行われた、第24回参議院議員通常
選挙の結果をお知らせします。本村の投票率は選
挙区選挙、比例代表選挙とも前回（平成25年）を
1.58ポイント下回る54.01%となりました。

【岩手選挙区】

候補者氏名
得票数

九戸村 岩手区計
石川　みき子 152票 34,593票
田中　真　一 1,294票 252,767票

  当 きどぐち英司　 1,379票 328,555票
投票率 54.01％ 57.78%

※掲載は届出順

【比例代表】
政党等の名称 九戸村の得票数 当選者数
社会民主党 55票 1人
国民怒りの声 5票

おおさか維新の会 58票 4人
公明党 162票 7人

日本共産党 407票 5人
幸福実現党 35票
自由民主党 1,196票 19人
新党改革 12票

日本のこころを大切にする党 10票
生活の党と山本太郎となかまたち 184票 1人

民進党 450票 11人
支持政党なし 19票
投票率 54.01％

※掲載は届出順。得票数は、名簿登録者の氏名記載による得票
数と政党等の名称記載による得票数を合算した政党等の得票数
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九戸まつり交通規制図

診療
センター

普通車迂回路

パークゴルフ場

19日午後3時30分頃
一時片側通行

17日19時～21時
車両通行禁止

但し、小学校裏口は
入出制限なし

※各駐車場にはゴミなどは散らかさないで持ち帰りください。

両

両

≪九戸まつり日程表≫

神明宮祭典（戸田）
８月16日 (火 )～18日 (木 )
熊野神社祭典（伊保内）

８月17日 (水 )～19日 (金 )

◆問い合わせ　九戸まつり実行委員会事務局（役場
総務企画課地域振興班）☎42-2111内線172

九戸まつり期　日 行事内容 開始時間 場所（会場）
8月
16日
（火）

みこし渡御 15：00
戸田

（神明宮⇒
御旅所）

8月
17日
（水）

みこし渡御
・山車運行 16：00

伊保内
（熊野神社
⇒八幡宮）

花火大会 20：00 伊保内町裏

8月
18日
（木）

みこし還御 14：30
戸田

（御旅所⇒
神明宮）

村消防団第14分団
パレード

18：00 伊保内
（鹿島⇒
役場）

剣舞
（伊保内小学校児童）

九戸音頭・流し踊り 18：30

8月
19日
（金）

みこし還御・
山車運行・山車競演 16：00

伊保内
（八幡宮⇒
熊野神社）

一方通行のお願い
　国道340号線車両通行禁
止時間帯は、村道伊保内町
裏線は戸田・二ツ家方面
へ、村道南田鹿島線は江刺
家方面への一方通行とさせ
ていただきますので、ご協
力をお願いします。

路線バス交通規制
　８月17日、19日は午後
３時30分から午後６時30
分まで、18日は午後６時
から午後９時まで、役場～
鹿島間は運休となります。
二戸・江刺家方面へ向かう
お客様は蒔田バス停から、
葛巻・瀬月内方面へ向かう
お客様は伊保内営業所から
乗車ください。
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役
場
の
事
務
を
志
望
し
た
、

小
井
田
京
將
さ
ん
、
尾
友
快
晟

さ
ん
、
関
口
憲
斗
さ
ん
。
３
人

は
水
道
事
業
所
に
お
け
る
、
浄

水
場
施
設
の
点
検
や
税
務
会
計

課
で
の
課
税
、
徴
収
の
仕
事
を

体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
広
報
紙
の
編
集

も
体
験
し
ま
し
た
。
３
人
が
撮

影
し
て
原
稿
を
書
い
た
も
の
を

紹
介
し
ま
す
。（
２
㌻
）

　

道
の
駅
お
り
つ
め
オ
ド
デ
館

で
は
、
レ
ジ
に
て
接
客
を
行
い
、

袋
詰
め
を
手
伝
い
ま
し
た
。
商

品
の
陳
列
作
業
を
行
い
、
お
客

様
に
見
や
す
く
な
る
よ
う
に
並

べ
ま
し
た
。

　
「
お
客
さ
ま
と
の
挨
拶
な
ど
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ

オ
ド
デ
館

レジにて接客を行いました

て
よ
か
っ
た
。
袋
詰
め
の
と
き
、

商
品
ご
と
の
袋
を
間
違
え
な
い

よ
う
に
す
る
の
が
大
変
だ
っ
た
。

大
変
な
事
も
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、

あ
い
さ
つ
を
す
る
と
必
ず
返

し
て
く
れ
る
の
で
頑
張
れ
て
良

か
っ
た
」（
林
克
樹
君
・
石
川
隆

人
君
・
千
田
翔
矢
君
）

買い物袋の下準備を手伝いました

伊
保
内
保
育
園

　

伊
保
内
保
育
園
で
は
、
プ
ー

ル
の
掃
除
を
し
た
り
、
子
ど
も

た
ち
と
遊
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
帽
子
を

洗
う
こ
と
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

　

将
来
、
保
育
士
を
志
望
し
て

こ
の
事
業
所
を
選
ん
だ
そ
う
で

す
。「
疲
れ
る
こ
と
も
あ
る
け

ど
、
子
ど
も
と
遊
ぶ
事
で
疲
れ

も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
た
し
、

子
ど
も
た
ち
と
仲
良
く
な
れ
て

良
か
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
と
遊

ん
で
い
る
と
、
笑
顔
に
な
っ
て

く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
」（
古
舘

蘭
さ
ん
・
滝
谷
莉
子
さ
ん
・
佐
々

木
愛あ

深み

さ
ん
）

子どもたちと楽しく遊びました

たくさんの子どもたちと触れ合いました

僕たちが取材しました

　

７
月
５
日
か
ら
７
日
ま
で

の
３
日
間
、
村
内
の
事
業
所

で
九
戸
中
学
校
の
２
年
生
48

人
が
、
職
場
体
験
を
し
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
は
、
村
内
に

あ
る
事
業
所
の
中
か
ら
、
自

分
が
興
味
の
あ
る
事
業
所
を

選
ん
で
仕
事
に
取
り
組
み
、
働

く
こ
と
の
楽
し
さ
や
厳
し
さ
を

身
を
持
っ
て
学
び
ま
し
た
。

　

本
村
で
は
、
平
成
21
年
度
か

ら
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通

じ
て
将
来
、
社
会
人
と
し
て
必

要
な
能
力「
総
合
生
活
力
」と
、

主
体
的
に
人
生
計
画
を
立
て
、

決
定
で
き
る
能
力
「
人
生
設

計
力
」
を
育
む
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

職
場
体
験
が
行
わ
れ
た
様
子

を
紹
介
し
ま
す
。（
２
～
５
㌻
）
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ス
ー
パ
ー
お
と
も

お
食
事
処
な
か
つ
る

カ
ー
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
保
大
木

柴
藤
自
動
車

ひ
め
ほ
た
る
こ
ど
も
園

戸
田
保
育
園

長
興
寺
小
学
校

商品の陳列を行いました

オイル交換作業を教わりました

車の整備について学びました

園児と粘土でも遊びました子どもたちと楽しく遊びました

バトミントンのラケットを修理 児童との会話を多く取りました

大量の弁当に盛り付け

　
「
初
日
は
あ
い
さ
つ
も
ろ
く
に

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
店
員
皆

さ
ん
の
笑
顔
が
絶
え
な
く
て
す

ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
を

見
習
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大

事
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」（
山

下
真
央
君
・
和
田
琉
之
介
君
）

　
「
こ
れ
だ
け
の
人
数
で
弁
当
や

定
食
な
ど
を
作
っ
て
い
る
こ
と

を
知
り
、
す
ご
い
と
思
い
ま
し

た
。
３
日
間
の
中
で
、
自
分
か

ら
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
目
標
を
少
し

達
成
で
き
た
と
思
い
ま
す
」（
細

山
良
太
君
・
和
田
颯
大
君
）

　
「
進
ん
で
仕
事
を
す
る
こ
と

が
で
き
た
け
れ
ど
、
返
事
が
小

さ
か
っ
た
り
人
任
せ
に
し
て
し

ま
っ
た
り
し
た
こ
と
が
あ
り
、

体
験
で
学
ん
だ
こ
と
を
日
常
生

活
で
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
」（
桐
川
和
輝
君
・
平
中
凌
央

君
）

　
「
オ
イ
ル
交
換
で
は
、
通
常
10

以
内
で
オ
イ
ル
を
抜
く
作
業
を
、

40
分
も
掛
け
て
抜
い
て
い
る
と

い
う
と
こ
ろ
を
勉
強
し
ま
し
た
。

丁
寧
に
や
る
と
い
う
こ
と
は
車

に
と
っ
て
い
い
こ
と
だ
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
」（
福
田

巧
君
・
上
村
尚
輝
君
）

　
「
先
生
た
ち
は
、
ど
ん
な
大
変

な
こ
と
が
あ
っ
て
も
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
を
見
る
と
こ
っ
ち
ま

で
笑
顔
に
な
る
と
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
事
務
仕
事
が
大
量
に

あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
」（
浅
水
貫
太
君
・
柳
平
千

織
さ
ん
・
中
嶋
絢
香
さ
ん
）

　
「
実
際
に
体
験
し
て
み
る
と
、

朝
か
ら
み
ん
な
に
走
り
回
さ
れ

引
っ
張
ら
れ
て
と
て
も
大
変
で

し
た
。
終
わ
っ
て
み
る
と
、
と

て
も
疲
れ
た
け
ど
、
こ
れ
が
仕

事
な
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」

（
上
宿
光
基
君・秋
元
新に
い

菜な

さ
ん・

小
笠
原
の
ぞ
み
さ
ん
）

　
「
あ
ま
り
知
ら
な
か
っ
た
保
健

の
先
生
や
事
務
の
先
生
の
仕
事

内
容
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
保
健
の
先
生
は
ケ
ガ
の
手

当
て
を
し
て
く
れ
る
だ
け
で
な

く
、
校
内
の
巡
視
や
環
境
衛
生

の
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
私
は
小
学
校
教

師
を
目
指
し
、
勉
強
だ
け
で
な

く
あ
い
さ
つ
を
大
き
な
声
で
は

き
は
き
言
え
る
よ
う
に
な
り
た

い
で
す
」（
七
戸
詩
音
さ
ん
・
久

保
田
萌
愛
さ
ん
）
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伊
保
内
小
学
校

山
根
小
学
校

ナ
イ
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム

Ｊ
Ａ
新
い
わ
て
北
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
折
爪
荘

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
折
爪

江
刺
家
小
学
校

児童に英語の指導もしました児童との関わり方を学びました

利用者との接し方を学びました 野菜の搬入を手伝いました トマトの収穫方法を学びました

利用者の食器を洗浄 介護士の体験をしました

　
「
６
年
生
の
総
合
の
時
間
に

は
、
中
学
校
に
つ
い
て
の
質
問

に
全
部
答
え
る
こ
と
が
で
き
た

し
、
中
学
校
に
つ
い
て
知
っ
て

も
ら
え
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

こ
の
体
験
で
人
に
教
え
る
難
し

さ
や
達
成
感
を
学
び
ま
し
た
」

（
小
松
大
希
君
・
古
舘
瞳
花
さ
ん
）

　
「
職
場
体
験
を
通
し
て
み
ん
な

と
仲
良
く
な
れ
て
、
た
く
さ
ん

話
が
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
職
場
体
験
で
学
ん
だ
こ
と

は
絶
対
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
の

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
生
か
し
て

い
き
た
い
で
す
」（
小
松
美
優
さ

ん
）

　
「
算
数
で
少
数
の
掛
け
算
、
割

り
算
が
分
か
ら
な
い
子
に
教
え

ま
し
た
。
指
導
も
だ
ん
だ
ん
上

手
に
で
き
、
最
後
に
は
自
分
で

解
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
し
、
と

て
も
感
動
し
ま
し
た
」（
日
野
澤

さ
く
ら
さ
ん
・
岩
崎
宏あ
つ

紀き

君
）

　
「
自
分
か
ら
進
ん
で
野
菜
な
ど

を
運
ん
だ
り
素
早
く
行
動
し
た

り
し
て
、
役
に
立
て
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
農
業

を
や
る
た
め
に
ど
ん
な
力
が
必

要
か
、
ど
ん
な
こ
と
が
大
切
か

勉
強
し
て
い
き
た
い
で
す
」（
関

向
郁ふ
み

哉や

君
・
早
坂
祥し
ょ
う
い乙
君
）

　
「
農
業
を
大
切
に
す
る
思
い

や
、
一
生
懸
命
働
く
意
気
込
み

が
伝
わ
り
ま
し
た
。
職
場
の
人

た
ち
は
し
っ
か
り
仕
事
を
し
な

が
ら
、
さ
ら
に
僕
た
ち
に
い
ろ

い
ろ
教
え
て
く
れ
て
い
て
す
ご

い
と
思
い
ま
し
た
」（
平
糠
晃
太

君
・
山
下
直
幸
君
）

　
「
お
年
寄
り
の
話
を
聞
き
取
っ

た
り
ど
ん
な
気
持
ち
な
の
か
を

読
み
取
っ
た
り
す
る
の
が
大
変

で
し
た
。
も
っ
と
話
し
掛
け
て

会
話
が
で
き
た
ら
よ
か
っ
た
し
、

も
っ
と
喜
ば
せ
て
あ
げ
た
か
っ

た
で
す
」（
井
上
未
鈴
さ
ん
・
長

坂
奈
美
さ
ん
・
觸
澤
雪せ

莉り

さ
ん
）

　
「
一
人
一
人
の
病
気
に
つ
い

て
、
自
分
を
苦
し
め
る
感
情
に

包
ま
れ
て
悩
ん
で
い
る
人
が
少

な
く
な
い
こ
と
に
気
付
き
ま
し

た
。
将
来
そ
う
い
う
人
を
支
え
、

心
の
支
え
に
な
れ
る
人
に
な
れ

れ
ば
い
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
失
敗

を
気
に
し
な
い
、
気
配
り
が
で

き
る
人
に
な
れ
る
よ
う
、
介
護

士
と
し
て
の
知
識
を
増
や
し
て

い
き
た
い
で
す
」（
久
保
田
萌も

叶か

さ
ん
・
千
葉
萌ほ
の

愛か

さ
ん
）

授業の補助を行いました
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戸
田
小
学
校

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
お
り
つ
め

九
戸
消
防
署

ふ
る
さ
と
の
館

受
け
入
れ
先

登
録
事
業
所

消
防
士
か
ら
救
助
訓
練
方
法
を

教
わ
り
ま
し
た

ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
を

協
力
し
て
や
り
ま
し
た

施
設
利
用
者
と
の

会
話
を
楽
し
み
ま
し
た

　
「
子
ど
も
た
ち
が
分
か
り
や
す

い
よ
う
に
、
楽
し
ん
で
学
習
で

き
る
よ
う
に
、
体
を
動
か
し
な

が
ら
学
習
し
た
り
、
日
常
生
活

と
関
連
さ
せ
て
説
明
し
た
り
し

て
い
て
、
さ
す
が
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
授
業
が
楽
し
く
な
い

と
覚
え
ら
れ
な
い
し
、
児
童
も

勉
強
が
嫌
い
に
な
る
と
思
う
の

で
、
そ
こ
も
考
え
な
が
ら
授
業

を
進
め
て
い
て
す
ご
い
と
思
い

ま
し
た
」（
下
川
原
一
将
さ
ん
・

尾
友
亜
美
さ
ん
）

　
「
今
ま
で
は
介
護
士
の
仕
事
は

か
な
り
大
変
な
の
か
な
、と
思
っ

て
い
た
け
れ
ど
、
入
居
者
の
人

と
い
ろ
い
ろ
話
を
し
た
り
買
い

物
や
散
歩
を
し
た
り
し
て
楽
し

い
仕
事
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
将
来
に
は
、
介
護

士
に
な
っ
て
た
く
さ
ん
の
人
と

話
を
し
た
り
笑
っ
た
り
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
人
の
笑
顔
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
ら
う
れ
し
い
で

す
」（
齊
藤
依
音
さ
ん
・
本
川
美

優
さ
ん
）

　
「
救
助
訓
練
の
際
に
は
災
害
現

場
に
行
く
と
き
の
フ
ル
装
備
を

し
て
、
す
ご
く
重
か
っ
た
で
す
。

着
る
の
も
大
変
だ
っ
た
し
、
脱

ぐ
の
も
大
変
だ
っ
た
の
で
、
消

防
士
の
人
は
す
ご
い
と
思
い
ま

し
た
。
予
防
査
察
で
は
、
九
戸

中
学
校
へ
行
き
、
普
段
過
ご
し

て
い
る
学
校
の
防
災
設
備
を
確

認
で
き
た
り
見
た
り
で
き
て
い

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
」（
古
舘

陽ひ
な

音と

君
・
平
糠
翔
太
君
）

　
「
初
日
は
、
風
呂
掃
除
が
遅

か
っ
た
り
、
ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン

グ
で
シ
ー
ツ
が
ぐ
し
ゃ
ぐ
し
ゃ

に
な
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
２

日
目
に
は
丁
寧
に
や
っ
て
、
上

手
に
や
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
仕
事
が
終
わ
っ
た
後
、
教

え
て
く
れ
た
人
か
ら
「
本
当
に

あ
り
が
と
う
」
な
ど
と
言
っ
て

も
ら
っ
た
時
に
は
、
と
て
も
う

れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
」（
椛
木
北
斗
君
・
山
下
さ
く

ら
さ
ん
）

　

村
役
場
、
㈱
村
ふ
る
さ
と
振

興
公
社
オ
ド
デ
館
、
村
営
戸
田

牧
野
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

折
爪
荘
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
折
爪
、
Ｊ
Ａ

新
い
わ
て
北
部
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
九
戸
支
所
、
中
村
一
郎
商

店
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
お
り
つ

め
、
岩
手
県
北
バ
ス
一
戸
営
業

所
伊
保
内
支
所
、カ
ー
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
保
大
木
、
二
戸
消
防
署
九
戸

分
署
、
ナ
イ
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム
、

ふ
る
さ
と
の
館
、
伊
保
内
小
学

校
、
長
興
寺
小
学
校
、
戸
田
小

学
校
、
山
根
小
学
校
、
江
刺
家

小
学
校
、
伊
保
内
保
育
園
、
戸

田
保
育
園
、
ひ
め
ほ
た
る
こ
ど

も
園
、
村
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

サ
ラ
ダ
館
フ
ジ
ダ
テ
、
美
容
室

パ
プ
リ
カ
、
栗
谷
川
建
工
、
千

葉
建
築
、
九
戸
精
密
㈱
、
ス
ー

パ
ー
お
と
も
、
お
食
事
処
な
か

つ
る
、
柴
藤
自
動
車
、
小
笠
原

菓
子
舗　
　
　
　
　

  （
順
不
同
）

体
験
学
習
の
受
け
入
れ
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

先
生
と
一
緒
に
音
楽
で
銀
盤

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
を
教
え
ま
し
た
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皆さんからいろいろな情報をお待ちしています。
お気軽に広報担当☎42-2111（内線168）へお寄せください。

が集まり、黒山の昔穴遺跡で花いっぱい運動を行いました

一人30粒のカタクリの種を植えま
した

花でいっぱいになることを願いな
がら種をまきました

黒山の昔穴遺跡花いっぱい運動
咲き誇るカタクリを願う
　７月20日、黒山の昔穴遺跡花いっぱい運動が行われま
した。県指定遺跡に指定されているこの遺跡をカタクリの
花でいっぱいにしようと、種を植えはじめ今年で10年目
を迎えました。今年も江刺家小全校児童36人が集まり、
一人30粒の種を割り箸を使って丁寧に植えました。1000
年以上前にこの地に人が住んでいたとされているこの遺跡
が、再びカタクリの花でいっぱいになることを願いながら
みんなで種を植えました。

７月 21日、市町村要望
県へ企業誘致などを要望
　７月21日、市町村要望がＨＯＺホールにて行われました。
本村からは五枚橋久夫村長をはじめ、村議会上村昇議長や村
議会議員、村幹部職員が出席。相手方は県北広域振興局八重
樫一洋局長をはじめ、所属所長などが出席しました。本村か
らは工業団地への企業誘致促進や九戸地域診療センターの医
療体制の充実を含む６項目や、いわて第２クリーンセンター
の指導強化などが要望されました。その後は意見交換も行わ
れ、本村の課題や地域振興などについて意見を共有しました。 県大会で優勝した日本民謡協会九戸会（右）と大谷稔さん（左上）

７月３日、民謡民舞岩手県連合大会
民謡九戸会が県優勝
　７月３日、民謡民舞岩手県連合大会が矢巾町田園ホールで
行われ、民舞の部で日本民謡協会九戸会の「南部馬方三下り」
が見事優勝しました。本村からは日本民謡協会岩手九戸会が
参加し、コンクール民謡の部に２人と、コンクール民舞の部
に２組が出場しました。また、民謡高年２部で「道中馬方節」
を唄った大谷稔さん（79歳）が優勝というすばらしい成績を
収めました。今年で創立30年を迎えた日本民謡協会岩手九戸
会（代表屋形場正藏）の一層の活躍が期待されます。

県へ本村の要望を伝えました

夜空の中で、光のページェントを演出してくれたヒメボタル
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江刺家小学校全校児童36人と保護者

低学年の児童も教わった通りに種を
植えました

風を全面に受けパラグライダーを立ち上げる参加者

パラグライダー体験会
風を受け浮力楽しむ
　６月26日、村営くのへスキー場で
パラグライダー体験会が開かれました。
この日は強風のため、パラグライダー
で飛ぶことができず、残念ながら体験
会は中止となりました。
　しかし、集まった参加者を少しでも
パラグライダーに触れさせてあげたい
という、主催者の意向によって、飛ば
ない程度にパラグライダーを立ち上げ
て風を楽しもうと数人が体験しました。
参加者は、体が宙に浮かなくとも、風
をいっぱいに受けたパラグライダーが
立ち上がると、歓声を上げて喜んでい
ました。

躍動感あふれる江刺家神楽を舞う伊保内高校郷土芸能委員会

ヒメボタルフェスティバル
光のページェントに感嘆の声
　ヒメボタルフェスティバルが７月17日、折爪岳山の家で行わ
れました。ヒメボタルの生態について説明があった後、ヒメボタ
ルの住み家を探して、ヒメボタルへの理解を深めました。その後
の郷土芸能発表会には、本村から伊保内高等学校郷土芸能委員会
が出演。江刺家神楽を披露し、集まった観衆から大きな拍手が上
がっていました。また、16日から３日間は折爪岳山頂までバス
が運行され、ヒメボタルの観賞会も行われました。気象条件に恵
まれないときも多くありましたが、闇夜の森で一面に光輝くペー
ジェントに感嘆の声が多数上がっていました。

夜空の中で、光のページェントを演出してくれたヒメボタル

11
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平
成
28
年
度
警
察
協

力
者
感
謝
状
贈
呈
式
が

７
月
１
日
、
二
戸
警
察

署
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
戸
警
察
署
の
小
野
寺

啓ひ
ろ

泰や
す

署
長
か
ら
、
警
察

業
務
に
お
い
て
交
通

安
全
や
防
犯
活
動
な
ど

で
、
多
大
な
貢
献
し
た

人
へ
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

１団体２個人へ感謝状

　
山
下
チ
ヨ
さ
ん
（
鹿
島
出
身
）

が
７
月
24
日
、
１
０
３
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
、
入
所
し
て
い
る

折
爪
荘
で
家
族
た
ち
と
お
祝
い

を
し
ま
し
た
。
五
枚
橋
久
夫
村

長
が
同
荘
を
訪
問
し
、
花
束
と

長
寿
祝
い
金
を
手
渡
し
祝
福
。

山
下
さ
ん
が
若
い
こ
ろ
は
、
山

仕
事
で
働
き
、
馬
や
牛
を
飼
っ

て
い
た
と
き
も
あ
っ
た
と
の
こ

と
。
山
下
さ
ん
は
多
く
の
人
に

祝
福
さ
れ
、
喜
ん
で
い
た
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

１
０
３
歳
を
祝
う
山
下
チ
ヨ
さ
ん

感謝状の贈呈を喜ぶ受賞者の皆さん

家
族
な
ど
に
１
０
３
賀
を
祝
福

さ
れ
る
山
下
チ
ヨ
さ
ん（
前
列
中
央
）

　

中
村
岩
藏
さ
ん
（
宇
堂
口
）

が
７
月
８
日
、
１
０
１
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ま
し
た
。
当
日
、

五
枚
橋
久
夫
村
長
が
、
自
宅
を

訪
問
し
家
族
や
親
戚
と
一
緒
に

祝
福
し
ま
し
た
。
中
村
さ
ん
は

み
ん
な
に
祝
福
さ
れ
る
の
が
さ

ぞ
か
し
う
れ
し
い
よ
う
で
、
何

回
も
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
て
い

ま
し
た
。
時
に
は
外
に
散
歩
に

出
掛
け
、
お
酒
も
た
ま
に
は
飲

む
と
の
こ
と
。
こ
れ
か
ら
も
、

健
や
か
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

中
村
岩
藏
さ
ん
が
１
０
１
歳
祝
福

　

本
村
か
ら
は
、
１
団
体
と
２

個
人
が
受
賞
と
な
り
、
そ
の
功

績
が
た
た
え
ら
れ
ま
し
た
。
本

村
出
身
の
受
賞
者
を
紹
介
し
ま

す
。（
敬
称
略
）

■
二
戸
警
察
署
長
感
謝
状

戸
田
元
村
自
治
会
（
代
表
晴
山

裕
康
）、
岩
本
幸
広
（
二
ツ
家
）、

中
野
ヨ
シ
ヱ
（
南
田
）

１
０
１
賀
を
親
戚
一
同
に
祝
福

さ
れ
る
中
村
岩
藏
さ
ん（
前
列
中
央
）

☆
１
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
☆

◉
９
月
に
１
歳
を
迎
え
る
赤
ち
ゃ
ん
の
写
真
を
大
募
集
！
希
望
す
る
人
は

８
月
15
日
（
月
）
ま
で
に
、
写
真
（
デ
ー
タ
も
可
）
を
広
報
担
当
（
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
６
８
）
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

≪写真手前≫
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洗
い
髪
束
ね
し
嫁
女
夕
炊か
し

ぐ

人
生
の
白
髪
を
か
く
す
夏
帽
子

高
島
ふ
み
女

再
会
や
話
題
尽
き
な
し
西
日
暮
る

誰
も
持
つ
多
難
の
日
々
や
髪
洗
う

蛍
狩
誘
う
湯
宿
の
若
女お

將か
み

待
ち
侘わ
び

し
再
会
果
た
し
宵
涼
み

も
う
一
度
会
い
た
い
人
あ
り
星
今
宵

合
点
の
ゆ
か
ぬ
世
情
や
戻
り
梅
雨

エ
プ
ロ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
摘
む
実
山
椒田

村　

畦
畔

朝
日
よ
し
西
日
も
大
事
我
が
家
な
り

裏
山
に
あ
ま
た
自
生
の
青
山
椒

髪
洗
う
妻
や
や
美
人
鏡
見
る

旅
前
夜
ビ
ー
ル
で
乾
杯
無
事
祈
る

い
つ
の
間
に
何
処
か
ら
入
る
ま
た
羽
蟻あ

り

菅
野　

岑
子

花
冷
え
を
託か

こ

ち
ベ
ン
チ
の
旅
同
志

故
郷
を
訪と

ふ
旅
花
の
旅
と
し
て

旧
道
を
下
れ
ば
花
の
観
音
堂

桃
色
に
明
け
ゆ
く
空
や
花
の
星

花
び
ら
の
吹
か
れ
易
さ
よ
花
水
木

冬
部　

雪
女

大
酉
日
一
糸
乱
さ
ぬ
喪
服
の
人

叱
ら
れ
し
遠
き
日
の
こ
と
青
山
椒

平
凡
に
生
き
て
倖

し
あ
わ
せ
馬い

も
鈴
薯
の
花

夏
薊

あ
ざ
み
古
老
の
叩
く
減
ら
ず
口

里
静
か
さ
ら
に
静
か
に
蛍
舞
う

梅
雨
寒
や
ス
ト
ー
ブ
つ
け
て
重
ね
着

毛
虫
害
い
つ
し
か
枯
木
栗
胡く

る

桃み

舘
村　

青
村

山
河
早
や
彩い

ろ

定
ま
り
て
文
月
か
な

一
筋
の
街
や
役
場
や
酉
日
映
ゆ

青
山
椒
浮
き
世
辛
目
の
一
夜
漬

閑か
ん

寂
じ
ゃ
く
の
村
こ
そ
善
か
れ
青
山
河

緑
さ
す
九
戸
連
峰
朝
日
映
ゆ

真
青
な
る
空
嶄ざ

ん

然ぜ
ん

と
雲
の
峰

【
六
月
席
題
詠
よ
り
】

十
薬
や
話
上
手
に
聞
き
上
手　
　
　
　
（
ふ
み
女
）

目
覚
め
良
く
生
気
溢
れ
し
新
樹
光

田
植
え
靴
遺
し
て
主
逝
き
急
ぐ　
　
　
（
雪　

女
）

膨
れ
く
る
新
樹
の
鼓
動
風
青
し

哀
歓
を
共
に
今
在
る
冷
索そ

う

麺め
ん　
　
　
　
（
青　

村
）

老ろ
う

鴬お
う

の
上
手
に
鳴
い
て
日
暮
れ
か
な

　
若
い
こ
ろ
は
着
物
を
縫
う
仕
事
を
50

年
ぐ
ら
い
や
っ
て
き
ま
し
た
。

◆
趣
味
は
？　
花
や
野
菜
を
植
え
て
い

て
、
そ
れ
を
見
る
の
が
楽
し
み
だ
よ
。

◆
元
気
の
秘
け
つ
は
？　
若
い
こ
ろ
、

い
っ
ぱ
い
歩
い
て
働
い
た
こ
と
だ
ね
。

◆
毎
日
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
？　
自

分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
や
る
よ
う

に
し
て
い
る
よ
。

◆
一
番
の
思
い
出
は
？　
結
婚
式
で
着

る
着
物
を
頼
ま
れ
、
２
晩
寝
な
い
で
縫

い
上
げ
て
届
け
た
こ
と
が
一
番
の
思
い

出
だ
よ
。

　

福
岡
工
業
高
校
を
卒
業
後
、
平
成
26
年
か

ら
い
わ
て
県
北
ク
リ
ー
ン
株
式
会
社
で
働
い

て
い
ま
す
。

◆
趣
味
・
特
技
は
？　
中
学
校
か
ら
や
っ
て

い
る
卓
球
が
趣
味
。
年
に
３・４
回
、
大
会
に

も
出
場
し
て
い
ま
す
。

◆
休
み
の
日
は
？　
夏
は
ビ
ー
ル
を
飲
み
な

が
ら
日
焼
け
を
す
る
こ
と
が
楽
し
み
で
す
ね
。

◆
一
番
熱
中
し
て
い
る
こ
と
は
？　
健
康
や

体
力
維
持
の
た
め
、
筋
ト
レ
や
運
動
を
し
て

い
ま
す
。

◆
将
来
の
夢
は
？　
幸
せ
な
家
庭
を
築
い
て
、

日
本
中
の
お
い
し
い
物
を
食
べ
た
い
で
す
ね
。

友
達
の
輪
を
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
︑
自
分

の
友
人
を
紹
介
し
て
い
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
︒
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国体100日前「九戸村花いっぱいスタート週間」
＝６月24日、特別養護老人ホーム折爪荘の皆さん

「花いっぱい運動」で盛り上げます

平成28年10月２日（日）
ナインズ球場で軟式野球競技会を開催

村民総
参加

宣言

　

い
わ
て
国
体
の
炬き
ょ

火か

伝
達
式

が
６
月
21
日
、
戸
田
小
学
校
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
過
日
、
５
年

生
13
人
が
火
お
こ
し
体
験
で
採

火
し
、「
仲
間
と
絆
の
火
」
と
名

付
け
た
戸
田
小
学
校
の
火
を
希

望
郷
い
わ
て
国
体
九
戸
村
実
行

委
員
会
に
伝
達
し
ま
し
た
。

　

全
校
児
童
が
一
人
一
人
が
手

に
取
り
、
岩
手
国
体
の
炬
火
の

も
と
と
な
る
希
望
の
光
を
確
認

し
ま
し
た
。
こ
の
ト
ー
チ
に
は

県
内
の
全
市
町
村
名
が
記
載
さ

炬
火
「
仲
間
と
絆
の
火
」
を
伝
達

炬
火
ト
ー
チ
を
手
に
、
温
か
い
お
も

て
な
し
を
誓
う
戸
田
小
児
童

れ
て
い
て
、
も
ち
ろ
ん
九
戸
村

の
名
前
も
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

本
村
で
は
村
内
５
つ
の
小
学

校
で
採
火
が
行
わ
れ
、
８
月
２

日
の
集
火
式
で
一
つ
に
ま
と
め

ら
れ
「
九
戸
村
の
火
」
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　

同
校
の
児
童
は
、
伝
達
式
で

10
月
２
日
に
行
わ
れ
る
軟
式
野

球
競
技
会
の
チ
ー
ム
応
援
隊
に

任
命
さ
れ
、
国
体
を
み
ん
な
で

盛
り
上
げ
た
い
と
張
り
切
っ
て

い
ま
す
。

　

希
望
郷
い
わ
て
国
体
九
戸
村

実
行
委
員
会
で
は
６
月
23
日
、

八
戸
自
動
車
道
九
戸
Ｉ
Ｃ
入
口

に
お
い
て
、
花
育
て
講
習
会
を

行
い
ま
し
た
。
伊
保
内
保
育
園

の
４・
５
歳
児
25
人
を
含
む
約

１
０
０
人
が
集
ま
り
、
二
戸
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
富
田

典
子
氏
か
ら
花
壇
づ
く
り
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
そ
の
後
、
協

力
し
て
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
と
サ

ル
ビ
ア
の
苗
を
花
壇
に
植
栽
。

園
児
た
ち
も
プ
ラ
ン
タ
ー
に
３

色
の
ベ
コ
ニ
ア
を
植
え
ま
し
た
。

大
畑
小
春
ち
ゃ
ん
（
５
歳
）
は

「
元
気
に
大
き
く
な
っ
て
き
れ
い

な
花
を
咲
か
せ
て
ほ
し
い
」
と

願
い
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
花
育
て
講
習
会
に

協
力
い
た
だ
い
た
企
業
を
紹
介

し
ま
す
。（
順
不
同
）

横
浜
石
油
株
式
会
社
、
九
戸
精

密
株
式
会
社
、
株
式
会
社
大
崎

建
設
、
堀
閤
電
気
株
式
会
社
、

株
式
会
社
松
本
、
株
式
会
社
九

戸
村
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
、テ
ー

オ
ー
食
品
株
式
会
社
岩
手
工
場
、

岩
手
県
北
ク
リ
ー
ン
株
式
会
社
、

株
式
会
社
南
部
フ
ァ
ー
ム
、
株

式
会
社
十
文
字
チ
キ
ン
カ
ン
パ

ニ
ー

　

村
実
行
委
員
会
で
は
、
国
体

１
０
０
日
前
と
な
る
６
月
23
日

か
ら
の
１
週
間
を
、「
花
い
っ
ぱ

い
ス
タ
ー
ト
週
間
」
と
位
置
付

け
て
花
苗
な
ど
を
配
布
。
こ
の

期
間
中
、
宇
堂
口
自
治
会
な
ど

多
く
の
団
体
で
、
10
月
の
国
体

開
催
に
向
け
た
花
い
っ
ぱ
い
運

動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

国
体
を
花
い
っ
ぱ
い
で
お
も
て
な
し

九
戸
Ｉ
Ｃ
入
口
の
花
壇
に
協
力
し
て

花
苗
を
植
栽

宇堂口自治会で植栽した花いっぱいの花壇
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○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休　館　日／年末年始

❖ 今月のおすすめ図書

　戦時中、たくさんの死
を見た。空襲で家族を失
った。自分の故郷ではな
い国で生きていかなけれ
ばならなかった。でもそ
こにはいつだって、国境
を越えた友情があった。
2016年本屋大賞ノミネー
ト作品。

世界の果ての子どもたち
中脇　初枝　著／講談社

まだＧＨＱの洗脳に縛られている日本人
ケント・ギルバート　著／ＰＨＰ研究所

ムーンナイト・ダイバー
天童　荒太　著／文藝春秋

　ＷＧＩＰを知っています
か？あなたの歴史観は根元か
ら間違っているかもしれませ
ん。40年間日本に住んでい
る著者が自信を持って言える
ことが「愛国心」さえ取り戻
すことができれば、日本は名
実ともに世界で一番幸せな国
になれるということです。

副
校
長　

小
原　

由
紀　

主
権
者
と
し
て
１
票

　３・11から５年目とな
る福島。非合法のダイバー
は人と町をさらった立ち
入り禁止の海へ潜降する。
なぜ潜る。聖域かもしれな
いのに、禁を侵せば罰せら
れるかもしれないのに…。
だからこそ潜るのだ。誰も
潜らないから。

　長崎の原爆で亡く
なった息子が、３年
目の命日に亡霊とな
って母親の前に帰っ
てきた。毎晩のよう
に思い出話で楽しい
時を過ごす２人だっ
たが…。
　映画にもなった母

絵本　母と暮らせば
山田　洋次　文／講談社

　

九
戸
中
学
校
で
７

月
６
日
、
１
年
生
49

人
が
人
権
講
話
の
授

業
を
受
け
ま
し
た
。

心
と
向
き
合
う
〜
見

上
げ
た
青
い
空
〜
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
た

後
、
円
通
寺
の
住
職

上
村
陛
巳
さ
ん
か
ら

講
話
を
受
け
ま
し

た
。「
自
分
と
人
と

は
違
う
と
い
う
こ
と

を
認
識
す
る
こ
と
が
大
事
。
相

手
の
気
持
ち
に
な
っ
て
考
え
て

い
く
こ
と
が
大
事
」
な
ど
と
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　
生
徒
か
ら
は
、「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見

て
心
に
残
っ
た
こ
と
は
、
い
じ

め
は
絶
対
に
や
っ
て
は
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
見
直

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
な
ど
、
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
私
も
た
ま
に
悪
口
を
言
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、

そ
う
い
う
こ
と
は
絶
対
に
や
め

みんなでいじめをなくそう

上村陛巳さん（右）から人権講話を受けました

と息子の切ない、そして
温かい物語です。

た
い
」
な
ど
感
想
を
も
ら
い
ま

し
た
。

（
副
校
長　
野
田　
寛
）

初
め
て
の
投
票
の
参
考
に
し
よ
う
と

新
聞
を
読
む
伊
保
内
高
校
の
生
徒

　

18
歳
選
挙
権
の
導
入
に
よ
っ

て
、
先
の
参
議
院
議
員
選
挙
か

ら
伊
保
内
高
校
の
３
年
生
10
人

が
新
た
に
有
権
者
と
な
り
ま
し

た
。
投
票
日
が
英
語
検
定
や
部

活
動
と
重
な
っ
た
生
徒
は
期
日

前
投
票
を
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
主
権
者
と
し
て
の
務
め
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

初
投
票
を
終
え
た
生
徒
に
話

を
聞
く
と
、「
家
族
そ
ろ
っ
て
投

票
に
行
っ
た
」「
投
票
所
に
入
る

時
緊
張
し
た
」「
投
票
用
紙
が
渡

さ
れ
た
時
、
こ
れ
で
大
き
な
こ

と
が
決
ま
っ
て
い
く
の
だ
な
と

思
っ
た
」「
選
挙
に
つ
い
て
よ
く

分
か
ら
ず
、
家
族
に
い
ろ
い
ろ

聞
い
た
」「
誰
に
入
れ
る
か
悩
み
、

親
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
し

た
」「
い
い
経
験
と
な
っ
た
」
な

ど
、
家
庭
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が

伺
え
ま
し
た
。
今
後
と
も
本
校

の
主
権
者
教
育
に
保
護
者
、
地

域
の
皆
さ
ま
の
力
添
え
を
お
願

い
し
ま
す
。



み
ん
な
の
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康

問
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２
２
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２

　

８
月
１
日
か
ら
医
療
費
助
成
の
方
式

が
現
物
給
付
に
一
部
変
更
と
な
り
ま
す
。

◆
現
物
給
付
方
式
と
は

　

医
療
機
関
な
ど
を
受
診
の
際
、
受
給

者
が
受
給
者
負
担
金
（
九
戸
村
は
受
給

者
負
担
金
無
し
）
を
医
療
機
関
の
窓
口

で
支
払
い
、
後
日
、
助
成
金
額
相
当
額

が
国
保
連
合
会
か
ら
支
払
わ
れ
る
も
の
。

　

給
付
申
請
が
不
要
と
な
り
、
新
し
く

現
物
給
付
用
の
受
給
者
証
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

◆
現
物
給
付
の
受
給
者
証
が
あ
る
人

区
分

対
象
者

子
ど
も

就
学
前
の
乳
幼
児
（
重
度

心
身
障
害
者
、
ひ
と
り
親

家
庭
も
含
む
）

妊
産
婦

妊
婦
５
カ
月
目
の
初
日
か

ら
出
産
の
翌
月
末
日
ま
で

の
人

⃝

転
出
や
死
亡
な
ど
に
よ
っ
て
資
格
を

失
っ
た
と
き
に
は
、
役
場
に
返
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

⃝
所
得
制
限
を
超
過
し
た
場
合
、
受
給

者
証
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
役
場
窓

口
に
領
収
書
を
持
参
し
て
申
請
す
る
こ

と
で
、
自
己
負
担
相
当
額
が
補
助
さ
れ

ま
す
。

◆
現
物
給
付
の
受
給
者
証
が
な
い
人

今
ま
で
と
同
じ
く
給
付
申
請
書
か
窓
口

申
請
に
よ
っ
て
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

区
分

対
象
者

重
度

心
身

障
害
者

（
児
）

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、

２
級
の
人　
②
特
別
児
童

扶
養
手
当
１
級
の
人　
③

障
害
者
基
礎
年
金
１
級
の

人　
④
療
育
手
帳
Ａ
の
人

ひ
と
り

親
家
庭

①
配
偶
者
の
な
い
人
で
、

18
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養

す
る
人
お
よ
び
そ
の
扶
養

を
受
け
る
18
歳
未
満
の
児

童　
②
父
母
の
い
な
い
18

歳
未
満
の
児
童

※
18
歳
未
満
児
童
と
は
、

18
歳
に
達
す
る
年
度
の
３

月
末
日
ま
で
の
人

小
学
～

高
校
生

小
学
１
年
生
か
ら
高
校
３

年
生
ま
で
の
児
童
・
生
徒

寡
婦

寡
婦
と
な
っ
た
月
の
初
日

か
ら
70
歳
に
達
す
る
月
の

末
日
ま
で
の
間
に
あ
る
人

老
人

68
歳
、
69
歳
の
人
で
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
て
い
な
い
人

※
い
ず
れ
の
場
合
に
も
食
事
療
養
標
準

負
担
額
、
保
険
対
象
外
の
医
療
費
に
対

し
て
の
給
付
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

留
意
く
だ
さ
い
。

８
月
か
ら
医
療
費
の
現
物
給
付
が
始
ま
り
ま
す

　

夏
の
暑
さ
に
よ
る
疲
労
や
食
欲
不
振

を
防
ぐ
た
め
に
お
す
す
め
の
食
材
１
つ

目
は
『
甘
酒
』
で
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
天
秤
ざ
お
で
甘
酒
が

１
杯
４
文
で
売
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

体
に
必
要
な
水
分
と
栄
養
分
を
手
軽

に
補
給
で
き
る
の
で
、
飲
む
「
点
滴
」

と
い
わ
れ
ま
す
。

　

２
つ
目
は
『
酢
』
で
す
。
だ
液
や
胃

液
の
分
泌
を
促
し
、
消
化
や
吸
収
を
助

け
ま
す
。
運
動
や
農
作
業
、
家
事
な
ど

で
た
ま
っ
た
疲
労
物
質
の
「
乳
酸
」
を

取
り
除
き
ま
す
。
煮
魚
、
肉
料
理
に
も

酢
を
加
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
肉
は
酢
に

よ
っ
て
や
わ
ら
か
く
な
る
の
で
食
べ
や

す
く
な
り
ま
す
。

　
３
つ
目
は
動
物
性
食
品
の
『
う
な
ぎ
』

と
『
豚
肉
』
が
お
す
す
め
で
す
。「
う
な

ぎ
」
の
豊
富
な
栄
養
が
体
の
調
子
を
整

え
、
貧
血
を
予
防
し
、「
目
の
ビ
タ
ミ
ン
」

と
い
わ
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
が
豊
富
で
す
。

ま
た
、
魚
油
に
含
ま
れ
る
Ｄ
Ｈ
Ａ
（
ド

コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸
）
で
記
憶
の
向
上
、

Ｅ
Ｐ
Ａ
（
エ
イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸
）

で
血
液
中
の
中
性
脂
肪
や
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
抑
え
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、う
な
ぎ
の
皮
に
含
ま
れ
る
コ
ラ
ー

ゲ
ン
が
皮
膚
を
健
康
に
保
ち
ま
す
。

食
事
で
夏
バ
テ
を
防
ご
う

〇
フ
ラ
イ
パ
ン
に
市
販
の
か
ば
焼
き
を

乗
せ
、
酒
を
振
り
掛
け
て
ふ
た
を
し
、

５
～
６
分
弱
火
で
蒸
す
と
や
わ
ら
か
く

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す

　
ま
た
、『
豚
肉
』
＋
『
ね
ぎ・た
ま
ね
ぎ
』

＋
『
果
物
』
の
組
み
合
わ
せ
で
、
疲
労

回
復
、
集
中
力
低
下
予
防
の
効
果
が
上

が
り
ま
す
。
ま
た
、
果
物
な
ど
に
多
く

含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
一
緒
に
取
る

と
コ
ラ
ー
ゲ
ン
が
生
成
さ
れ
、
椎
間
板

を
丈
夫
に
し
、
腰
痛
を
助
け
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は

暑
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、

お
い
し
く
食
べ

て
夏
バ
テ
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

（
栄
養
士　
高
見
舘　
ハ
ス
ミ 

）
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夏
の
風
物
詩
「
花
火
」。
気
軽
に
楽
し

め
る
花
火
で
す
が
、
火
災
や
火
傷
な
ど
の

事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
、

夏
の
楽
し
い
思
い
出
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
花
火
を
安
全
に
楽
し
む
ポ
イ
ン
ト

①
風
の
強
い
乾
燥
し
た
日
な
ど
に
は
花
火

を
し
な
い
。
②
注
意
書
き
を
必
ず
読
む
。

③
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
数
本
束
ね
て
点

火
し
た
り
し
な
い
。
④
燃
え
や
す
い
も
の

が
な
い
、
安
全
な
場
所
を
選
ぶ
。
⑤
子
ど

も
だ
け
で
花
火
を
し

な
い
。
⑥
水
の
入
っ

た
バ
ケ
ツ
な
ど
を
用

意
す
る
。

村内の火災・救急（６月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 0 件 1 件 ± ０件
救 急 30 件 162 件 ± ０件

花
火
は
楽
し
く
安
全
に
遊
び
ま
し
ょ
う

◆
運
動
期
間

８
月
１
日
（
月
）
～
10
日
（
水
）
ま
で

の
10
日
間

◆
運
動
の
重
点

①
暑
さ
な
ど
に
よ
る
過
労
運
転
の
防
止

②
夏
休
み
中
の
子
ど
も
の
交
通
事
故
防

　
止

③
後
部
座
席
を
含
め
た
す
べ
て
の
座
席

　

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド　

　
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

◆
暑
さ
に
よ
る
過
労
運
転
に
注
意

　

疲
れ
や
眠
気
を
感
じ
る
前
に
小
ま
め

に
休
憩
を
取
り
、
車
外
に
出
て
体
を
動

か
す
な
ど
し
て
、心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

◆
子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う

　

学
校
や
公
園
の
近
く
な
ど
、
子
ど
も

の
飛
び
出
し
が
予
測
さ
れ
る
場
所
を
走

行
す
る
と
き
に
は
、
速
度
を
控
え
、
慎

重
に
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

８
月
１
日
か
ら
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

村内の交通事故（６月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0 件 0 件 － 2 件
物損事故 2 件 30 件 － 6 件
負 傷 者 0 人 0 人 － 2 人
死 亡 者 0 人 0 人 ±0 人
飲酒運転
検 挙 者 0 人 1 人 ±0 人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数…… 630日
（6月30日現在）

◆
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
が
命
を
守
る

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
正
し
く
着
用
し
て
い
な
い
と
、
交

通
事
故
に
遭
っ
た
と
き
に
車
内
に
体
を

打
ち
付
け
た
り
、
車
外
に
投
げ
出
さ
れ

る
な
ど
、
重
大
事
故
や
死
亡
事
故
に
つ

な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

◆
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
は
、
罰
金
や
運
転
免
許
の

取
り
消
し
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
人

の
経
歴
や
生
活
を
崩
壊
さ
せ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

飲
酒
運
転
は
悪
質
・
危
険
な
犯
罪
で

す
。
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
車
の
運
転
は
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
20
歳
前
に
就

職
し
て
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、
第
２
号
被
保
険
者
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
加
入
手
続
き
が
不
要
で

す
）

　

な
お
、
学
生
で
あ
る
な
ど
、
収
入
が

少
な
い
た
め
に
国
民
年
金
保
険
料
が
納

付
で
き
な
い
場
合
は
、
申
請
に
よ
っ
て

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
・
免
除
と
な
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
老
後
の
生
活
保
障
だ
け

で
な
く
、
万
が
一
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障

害
が
残
っ
た
と
き
な
ど
に
も
、
私
た
ち

の
生
活
の
安
定
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
み
ん
な
で
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
で
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
お
互
い
を
支
え
合
う
制
度
で
す
。

　
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
人
が
加
入
し
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
20
歳
に
な
っ
た
ら
役
場
で
加
入
手

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
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※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 ８月１日㊊ ８月２日㊋ ８月８日㊊
空 き 缶 ８月15日㊊ ８月16日㊋ ８月22日㊊
粗 大 ご み ８月９日㊋
紙・プラ類 ８月12日㊎ ８月17日㊌ ８月25日㊍

ごみ収集日

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話

８ ７ 小野寺クリニック 46-2822 ８ ７ 菅原歯科クリニック 23-1180

11 おりそ内科循環器クリニック 22-2251 11 森川歯科医院 23-6361

14 浄法寺診療所 38-2021 14 沢藤歯科医院 25-4002

21 松井内科医院 33-2201 21 堀米歯科医院 46-2927

28 菅整形外科皮膚科クリニック 23-7311 28 渡辺歯科医院 23-2052

８月

①職種②就業場所③年齢④基本給⑤資格など

◎７月15日現在の求人情報から掲載して
います。求人に関するお問い合わせは、ハ
ローワーク二戸（☎23-3341）まで。求人
情報は役場ロビーでも配布しています。

求人情報
■株式会社  アラタ　①左官工事作
業員（正社員）②九戸村③不問④
153,000円～305,000円⑤普通自動車
免許一種、試用期間３カ月
■大上ＮＯＲＩＮ　①ガソリンス
タンドスタッフ（パート労働者）
②九戸村③不問④700円⑤普通自動
車免許一種、週３日程度勤務
■有限会社  阿部悦三商店　①食肉
加工作業員（パート労働者）②九
戸村③不問④700円⑤普通自動車免
許一種、雇用期間：採用日～12カ
月、試用期間３カ月、週５～６日
程度
■株式会社  九戸清掃センター　
①鶏舎内清掃作業員（正社員）②
九戸村③59歳以下④150,000円～
164,000円⑤普通自動車免許一種、
トラック運転経験のある人、試用
期間１カ月
■有限会社  折爪運送　①捕獲作業
員（正社員）②九戸村など③69歳
以下④177,000円～224,200円⑤普通
自動車免許一種、試用期間７日間
■特定非営利活動法人  カントリー
ハウス愛住　①介護員（パート労
働者）②九戸村③不問④700円⑤試
用期間２カ月、週５日内勤務
■有限会社  竹村商事　①ブロイ
ラー・生鳥処理作業員（正社員）
②九戸村③不問④169,670円～
181,700円⑤普通自動車免許一種

  募集します
自衛官学生

　平成 29年
春採用予定の
自衛官の各種
学生を募集し
ます。
≪航空学生≫
　高卒（見込み
を含む）21歳未満
≪一般曹候補生≫
　18歳以上27歳未満
≪自衛官候補生≫
　男子の受け付けは随時
■申込期限
　９月８日㊍まで
■申し込み・問い合わせ　自衛隊
岩手地方協力本部二戸地域事務所
（☎23-2529）

  交通安全
スローガン募集

　交通安全のスローガンを募集し
ます。
≪一般部門Ａ≫
■応募資格　誰でも応募可能
■内容　運転者（同乗者を含む）
へ呼び掛けるもの
≪一般部門Ｂ≫
■応募資格　誰でも応募可能
■内容　歩行者・自転車利用者へ
呼び掛けるもの
≪こども部門≫
■応募資格　小・中学生以下に限る
■内容　小・中学生以下へ交通安
全を呼び掛けるもの
■募集期限　９月30日㊎
■申し込み・問い合わせ　毎日新
聞社事業本部（☎03-3212-0190）

　平成 29年
春採用予定の
自衛官の各種
学生を募集し

　高卒（見込み
を含む）21歳未満
≪一般曹候補生≫
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お知らせ・情報

INFORMATION
九戸村役場 ☎ 0195(42)2111
http://www.vill.kunohe.iwate.jp/

編集後記
◆今年もヒメボタルを撮影しに折爪岳
へ。◆４回足を運ぶも、カメラの設定
ミスや気象条件が思わしくなく、あま
りいい写真が撮れませんでした。◆同
じ広報担当の新任者は、バッチリいい
写真を撮っていました。５年目となろ
うものが…（＞＜）◆次回は負けな
いよう、いい写真が撮れるように頑張
ろうと誓う、今日この頃です。（下村）

人のうごき
（平成28年7月1日現在）

●人　口　　６，０９２　人　  （±０）

　　男　　　 ２，９３４　人　  （＋１）

　　女　　　 ３，１５８　人  　（ー１）

●世帯数　　２，１６５世帯　　（＋２）
　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 　３　人  　（６１人）

　 転　 出　　　 　２　人  　（９２人）

　 出　 生　　 　　３　人  　（１７人）

　 死　 亡　　　 　４　人  　（４８人）
（カッコ内は１月からの累計）

  農地の賃貸借
斡旋します

　　公益社団法人岩手県農業公社
（農地中間管理機構）は、地域農業
（経営再開）マスタープランの実現
に向けて、担い手への一層の農地
集積・集約化を進めています。
■農地所有者のメリット
　長期間、安心して農地を貸し付
けることができるほか、農業経営
規模の縮小やリタイアを考えてい
る人は、一定の条件を満たした場
合には経営転換協力金などの交付
を受けられます。
■担い手のメリット
　作業の効率化や生産性の向上を
図ることができるほか、農地を借
り受ける手続きや賃料の支払いを
公社に一本化できます。
　なお、公社から農地を借り受け
たい（公社からの転貸を希望する）
人を広く募集しています。
■問い合わせ　農林建設課農地農
政班（☎42-2111内線242）

  一人親家庭
個別相談会

　一人親家庭のお父さん、お母さ
んのための個別相談会を実施しま
す。県の母子・父子自立支援員が
相談に応じます。
■日時　８月26日㊎
　午後１時30分～午後３時30分
■場所　住民生活課で受付後移動
■相談内容　就職活動をしたい、
養育費が支払われていない、子ど
もが進学を希望しているなど
■問い合わせ　住民生活課地域福
祉班（☎42-2111内線203）

  動物のふれあい
写真コンクール

　秋の動物愛護週間に先駆け、動
物ふれあい写真コンクールを開催
します。
■作品規格　四つ切り、Ａ４、額
入り（ひも付き）
■受付場所　グリーン動物病院ま
たは二戸保健福祉環境センター環
境衛生課
■応募締切　９月10日㊏
■問い合わせ　二戸保健福祉環境
センター（☎23-9206）

  福祉アート展
二戸で毎月開催

　二戸地域に住んでいて、障がい
を持っている人が制作した作品展
を毎月開催しています。
■日時　毎月下旬、10日間ほど
■場所　二戸地区合同庁舎
　　　　１階県民ホール
■出展対象者　二戸地域に住んで
いて障がいを持っている人、福祉
制度を利用している人、その家族
の人
■申し込み・問い合わせ
　二戸保健福祉環境センター福祉
課（☎23-9202内線229）
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ラリーを続け、接戦を繰り広げた卓球競技

2020202020

　

村
民
体
育
大
会
が
７
月
３
日
に

村
体
育
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
村
内
６
つ
の
地
区
に
分

か
れ
、６
種
目
の
合
計
得
点
に
よ
っ

て
順
位
を
争
う
通
称
「
６
ブ
ロ
ッ

ク
」。

　

開
幕
初
日
と
な
っ
た
こ
の
日
は

３
種
目
が
行
わ
れ
、
地
区
ご
と
の

プ
ラ
イ
ド
を
懸
け
た
熱
戦
の
火
ぶ

た
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は
、
同
じ
地
区
の
仲
間

と
力
を
合
わ
せ
優
勝
を
目
指
し
競

技
に
集
中
す
る
と
と
も
に
、
和
や

か
に
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

競
技
の
結
果
、
上
位
成
績
を
紹

介
し
ま
す
。

■
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

①
伊
保
内
１
区　

②
長
興
寺　

③

村
民
体
育
大
会
が
開
幕

地
区
の
名
誉
を
懸
け

　
　
栄
冠
に
挑
む

202020

声を掛け合いボールを拾い、熱戦が展開されたバレーボール女子

個人の技術とチームワークを競ったゲートボール競技

鋭
い
ス
パ
イ
ク
が
連
発
し
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子

戸
田
２
区

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
男
子
）

①
戸
田
２
区　

②
伊
保
内
２

区　
③
長
興
寺

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
女
子
）

①
戸
田
２
区　

②
江
刺
家　

③
伊
保
内
１
区

■
卓
球

①
伊
保
内
２
区　

②
伊
保
内

１
区　
③
江
刺
家

　

な
お
、
野
球
競
技
は
雨
の

た
め
延
期
と
な
り
、
10
月
９

日
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。


